
Ⅴ 健やかな「都」をつくる

～健康寿命日本一を目標に、高齢者、障害者を含む、
誰もが健やかに暮らせる地域をつくる～
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Ⅴ 健やかな「都」をつくる １４ 健康寿命日本一を目指した健康づくり

(５０) 健康増進施策の推進

＜問い合わせ先＞①、②医療政策局 健康推進課 西村課長補佐（内線３１３４）
②文化・教育・くらし創造部 スポーツ振興課 西川課長補佐（内線５２７１） ③、④医療政策局 疾病対策課 西川課長補佐（内線３１３３）
⑤医療政策局 疾病対策課 増井課長補佐（内線３１３２）、教育委員会 教育研究所 森本部長（０７４４－３３－８０９８）
⑥医療・介護保険局 地域包括ケア推進室 中山室長補佐（内線２８５３）

①生涯にわたる健全な食生活の実践に向けた食育推進

・なら健康長寿基本計画にかかる健康指標調査分析

・やさしおベジ増しプロジェクトの推進

（配食事業者への栄養管理面の指導等） など

②日常生活の中で手軽に運動・身体活動に取り組む

ための環境づくり

・ 肥満や運動不足等の健康課題の多い働き盛り世代

（Ｊ世代）を対象に、事業所への講師派遣等

・市町村の健康ステーション設置運営支援 など

④禁煙支援の充実、受動喫煙防止対策
・世界禁煙デーにあわせた普及啓発 など

③がん検診の推進（受診率及び検診精度の向上）
・「がんネットなら」運営、啓発ツール作成 など

⑤自殺者数減少に向けた取組の推進

・自殺予防に取り組む市町村等を支援

・小中高生等を対象としたメール相談窓口 など

⑥住民運営の通いの場の普及拡大
・通いの場の立ち上げ支援のための研修会 など

１．減塩・野菜摂取（10,014千円） ２．運動（11,439千円）

３．がん検診（4,176千円） ４．たばこ対策（6,528千円）

６．平均要介護期間の短縮（2,285千円）５．自殺対策（58,878千円 R4・2補 8,250千円）

新

減塩・野菜たっぷり弁当

「がん検診を受けよう！」奈良県民会議 受動喫煙防止リーフレット

いきいき百歳体操自殺対策パンフレット

Ｒ５予算案 93,320千円
Ｒ４・２月補正予算案 8,250千円
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県全体の喫煙率
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Ⅴ 健やかな「都」をつくる １４ 健康寿命日本一を目指した健康づくり

(５１) がん対策の推進
Ｒ５予算案 141,004千円

人件費未

２．がん対策を支える基盤整備（12,038千円）

(1) がん教育・普及啓発（1,143千円）

(3) がん登録（9,415千円）

(1) がん予防・早期発見
（10,704千円）

１．がん対策の取組（128,966千円）

＜問い合わせ先＞ ①～⑧、⑩、⑪医療政策局 疾病対策課 西川課長補佐（内線３１３３）
⑨教育委員会 健康・安全教育課 豊岡課長補佐（内線５３１１）

(2) がん医療
（110,003千円）

(3) がん患者等への支援
（8,259千円）

(2) 計画の推進（1,480千円）

①がん検診の推進

・検診精度向上のための従事者研修会

・「がん検診を受けよう！」奈良県民会議

・がん検診受診促進、啓発・広報活動

②たばこ対策の推進

・禁煙支援の充実

・受動喫煙防止のための普及啓発

③がん医療提供体制の充実

・がん診療連携拠点病院等への支援

・がん医療における医科歯科連携の推進

④がんゲノム医療提供体制の整備

・奈良県立医科大学で

「がんゲノム・腫瘍内科学講座」を運営

⑤地域連携緩和ケア提供体制の充実

・医療従事者対象の緩和ケア研修会の実施

⑥がん患者等への支援

・がん患者サロン・家族等交流会

・がんピアサポート支援

・ライフテージに応じた相談支援体制整備

⑦小児・ＡＹＡ世代のがん患者等への支援

・妊孕性温存療法等に対する治療費支援

・がん医療機関と生殖医療機関の連携推進

⑧ がんとの共生に向けたアピアランスケア

・がん患者等の補正具等購入費用の一部助成

⑨がん教育の推進

・小・中・高校生への啓発・教育活動

・教員向け研修会の開催

⑩がん対策推進協議会の運営

⑪がん登録の推進

・全国がん登録等の精度向上

新

がん検診普及啓発クリアファイル

高校生へのがん教育

県

市町村

補整具（ウィッグ等）購入

がん診断・治療

医療機関

販売店等

助成申請

助成金支払
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Ⅴ 健やかな「都」をつくる １４ 健康寿命日本一を目指した健康づくり

（５２） 高齢者の社会参加といきいきとした活動の促進

１．社会参加といきいきとした活動の場・機会の創造・提供、マッチング (60,191千円）

２．県民への啓発 (1,000千円）

⑧ならビューティフルシニア表彰

⑨すこやか長寿センターによる広報誌の発行等

⑩介護実習・普及センターにおける介護予防講座等

⑪県老人クラブ連合会及び地域の老人クラブの指導者養成研修

⑫老人福祉功労者表彰

⑬すこやか長寿センターにおけるシニアリーダー紹介

３．人材育成 (852千円）

Ｒ５予算案 62,043千円

①ならシニア元気フェスタ

②シニア県展

③全国健康福祉祭（ねんりんピックえひめ大会）に県代表選手団を派遣

④県社会福祉協議会すこやか長寿センターにおいて、シニアの経験を活かした

地域貢献活動を推進

⑤県老人クラブ連合会、市町村老人クラブ連合会が行う健康づくり、

介護予防、見守り活動など地域支え合いの取組を支援

⑥定年後も働く意欲がある人を対象とした介護のお仕事入門研修

⑦ 新 eスポーツの場所を提供し、脳の活性化や認知機能の低下の予防、

世代を超えて他人と繋がる機会を創出

ならビューティフルシニア表彰

ならシニア元気フェスタ

＜問い合わせ先＞ 福祉医療部 長寿・福祉人材確保対策課 福井課長補佐（内線３２１１）

県老人クラブ連合会指導者養成研修

シニア県展

令和５年３月「奈良県高齢者が社会参加し、いきいきと活動することを促進して
活力ある長寿社会の実現を図る条例」制定予定

65



Ⅴ 健やかな「都」をつくる １５ 地域医療の総合マネジメント・地域包括ケアの充実

(５３) 国保の県営化の円滑な推進

・国保事業費納付金 ４１，１４９百万円 ・保険給付費等交付金 １０２，１４８百万円
・国庫支出金 ３５，３０２百万円 ・後期高齢者支援金等 １８，８０１百万円
・前期高齢者交付金 ４２，５２７百万円 ・介護納付金 ６，２８５百万円
・その他 ９，３２２百万円 ・その他 １，０６６百万円

合計 １２８，３００百万円 合計 １２８，３００百万円

市町村が実施する保険料減免（新型コロナ影響分）に対する財政支援（Ｒ４・２月補正予算案）

・国庫支出金 １５０百万円 ・保険給付費等交付金 １５０百万円

令和６年度に県内保険料水準統一
「同じ所得・世帯構成であれば、県内のどこに住んでも保険料水準が同じ｣

＜問い合わせ先＞ 医療・介護保険局 医療保険課 佐藤課長補佐（内線２９２１）

歳出歳入

保険料格差の解消 ＝ 保険料負担の平準化

令和６年度平成29年度

保険料の激変緩和措置
を市町村ごとに実施

各市町村が、県と協議
のうえ保険料改定の
方針を策定

公費の最大限の活
用や医療費適正化
の取組により県民負
担を抑制

県

単

位

化

前

の

保

険

料

水

準

県
内
統
一
保
険
料
水
準

激 変 緩 和 措 置 期 間

①県内保険料水準
を統一
②法定外繰入の廃
止により受益と負
担の関係を「見え
る化」

Ｒ５予算案 128,300,000千円
Ｒ４・２月補正予算案 150,000千円

歳出歳入
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２．更なる医療資源の最適化に向け、医療従事者の働き方改革・医師の偏在対策を一体的に推進

（486,479千円）

(1) 医師の働き方改革の推進（32,707千円） (2) 医師の偏在対策（453,772千円）

⑤医師の労働時間短縮に取り組む
医療機関に対する補助

⑦医師が不足する診療科等に従事する医師の養成

⑥医療勤務の環境改善を支援

・ 医療勤務環境改善支援センターを設置し、
長時間労働削減に関するアドバイザーを派遣

⑧へき地医療の支援

・へき地で勤務する医師の確保・養成

・へき地市町村に対し巡回診療車の運営費補助

・修学資金制度を活用した医師の養成

・臨床研修及び専門研修体制の確保・構築

Ⅴ 健やかな「都」をつくる １５ 地域医療の総合マネジメント・地域包括ケアの充実

(５４) 地域医療構想の推進、医師確保計画の推進

(1) 機能の分化・連携

③高齢化の進展による医療ニーズの変化に適切に対応できる医療経営人材を育成

（140,581千円 R4.2補 22,300千円）

１．「エビデンスとナッジ」の手法で「断らない病院」「面倒見のいい病院」の機能分化・連携を推進

（140,581千円 R4.2補 22,300千円）

①「面倒見のいい病院」の機能向上

・ 医療機能の見える化、優良事例を病院間で共有

②病床機能の他機能への転換、
医療機関が行う医療機能の再編に向けた計画策定 などを支援

＜問い合わせ先＞①～③医療政策局 地域医療連携課 野坂課長補佐（内線３１１１）
④医療政策局 病院マネジメント課 吉川課長補佐（内線３１６２）
④～⑧医療政策局 医師・看護師確保対策室 木村室長補佐（内線３１９１）

巡回診療車（宇陀市）

④デジタル技術を活用した連携等の推進

・ 診療所のデジタル化相談会 など

・ 電子カルテ等病院情報システムのクラウド化・共同化に向けた検討

医療勤務環境改善支援センター

Ｒ５予算案 627,060千円
Ｒ４・２月補正予算案 22,300千円
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Ⅴ 健やかな「都」をつくる １５ 地域医療の総合マネジメント・地域包括ケアの充実

(５５) 新型コロナウイルス感染症対策

⑤感染症専門医、感染管理認定看護師、県職員等で構成するチームによる実地指導等

⑥マスク、消毒液など衛生物品の備蓄の支援

⑦施設の職員等を対象とした一斉・定期的な検査 など

①入院病床の確保 確保病床数 566床

②軽症者の受け入れ可能な施設の運営 確保室数969室

③自宅療養者等への支援（電話相談窓口設置、移送手段の確保、パルスオキシメーターの貸与）

④入院医療機関・外来協力医療機関等への設備整備支援 など

１．病床・宿泊療養施設の確保 (R5 25,360千円 R4・2補 17,779,540千円 計 17,804,900千円）

＜問い合わせ先＞⑧、⑨医療政策局 新型コロナワクチン接種推進室 数家室長補佐（内線４６７４）

⑭文化・教育・くらし創造部 消費･生活安全課 落合課長補佐（内線３１８３）、観光局 ならの観光力向上課 山ノ内課長補佐（内線２６０８）

⑮産業・観光・雇用振興部 地域産業課 吉村課長補佐（内線３５１３）

上記以外は、複数の課室にわたるため、福祉医療部企画管理室が窓口となって対応し、必要に応じて担当課室に繋ぎます。

福祉医療部 企画管理室 中山室長補佐（内線２９５２）

２．福祉施設等のクラスター対策 （R5 26,754千円 R4・2補 380,772千円 計 407,526千円）

⑩新型コロナ・発熱患者受診相談窓口の運営、奈良市の電話相談窓口の運営支援

⑪ＰＣＲ検査体制の確保、検査の民間委託

⑫感染の不安を抱える妊産婦に対する検査等

⑬高齢者施設や障害者福祉施設等の感染拡大防止

⑭感染防止対策施設認証制度 など

４．基本方針に基づく各般の取組 （R5 1,181,176千円 R4・2補 2,143,527千円 計 3,324,703千円）

⑧ワクチン接種体制の確保を支援（市町村接種会場への医師派遣、広域接種会場の設置・運営等）

⑨ワクチン接種後の副反応等への対応（コールセンターの運営） など

３．ワクチン接種の推進 (R5 －千円 R4・2補 2,090,594千円 計 2,090,594千円）

５．新型コロナウイルス感染症で大きな影響を受けた方々を支援５．新型コロナウイルス感染症で大きな影響を受けた方々を支援
（R5 7,413,903千円 R4・2補 46,330千円 計 7,460,233千円）

⑮影響を受けている中小企業・小規模事業者の資金繰りを制度融資により支援

⑯生活困窮者に対する相談対応や住居確保支援

⑰失業・休業等を原因とする自殺の防止 など

Ｒ５予算案 8,647,193千円
Ｒ４・２月補正予算案 22,440,763千円
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Ⅴ 健やかな「都」をつくる １５ 地域医療の総合マネジメント・地域包括ケアの充実

(５６) 医療費適正化
Ｒ５予算案 16,668千円

１．医療費分析の深化と医療費適正化取組の着実な実施 （7,668千円）

＜問い合わせ先＞①～③、⑤、⑥医療・介護保険局 医療保険課 田仲課長補佐（内線２９２２）
④医療政策局 薬務課 吉田課長補佐（内線３１７１）

(1) 医療費目標達成の推進（5,710千円）

①専門機関と連携し、地域差分析、増加要因分析を深化

(2) 医療費適正化の推進（931千円）

②関係機関と連携し、医療費適正化の各種取組を推進
③保険者協議会を通じ、医療費適正化計画の実行をマネジメント

(3) 医薬品適正使用の促進（1,027千円）

④残薬及び重複・多剤投与の解消や後発医薬品の使用を促進

(1) 第４期医療費適正化計画の策定（9,000千円）

⑤第３期医療費適正化計画の取組と医療費実績を分析し、

取組の効果を検証

⑥精緻な医療費推計と適正化効果額を算出し、医療費目標や

効果的な取組を検討

２．医療費適正化をさらに推進するための次期計画策定 （9,000千円）

分析イメージ

・医療費適正化計画で医療費推計を「目標」として設定
・医療費を地域差、県全体の増加要因の２つのアプローチにより分析

令和５（2023）年度の医療費目標 4,813億円 （医療費適正化計画期間前（平成29年度） 4,745億円）
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Ⅴ 健やかな「都」をつくる １５ 地域医療の総合マネジメント・地域包括ケアの充実

(５７) 地域包括ケア・在宅医療の充実

１． 総合的課題解決に向けた取組等 （16,553千円）

＜問い合わせ先＞ １、①、④～⑥、⑧医療・介護保険局 地域包括ケア推進室 中山室長補佐（内線２８５３）
②医療政策局 地域医療連携課 武平課長補佐（内線３１０８） ③医療政策局 医師・看護師確保対策室 木村室長補佐（内線３１９１）
④福祉医療部 長寿・福祉人材確保対策課 福井課長補佐（内線３２１１）、医療政策局 疾病対策課 増井課長補佐（内線３１３２）
⑦医療・介護保険局 介護保険課 福井課長補佐（内線２８５１）

(1) 多職種連携による在宅医療と介護提供体制の構築
（3,000千円）

(2) ＡＩを活用した高齢者支援システムの構築
（13,553千円）

２． 在宅医療、認知症、介護予防等の取組 （1,066,678千円）

(1) 南和地域における広域相談支援体制の構築（1,574千円）

① 市町村単独で解決策を導き出すことが困難な事案に対して広域で対応できる相談支援体制を試験的に構築

(2) 在宅医療の取組の支援（14,295千円）

②在宅医療への参入促進などの取組に対し支援

③南和広域医療企業団と連携して看護師を派遣

(3) 認知症施策の推進（29,854千円）

④認知症の理解の普及や見守りなどの地域づくりを推進

(4) 介護予防の推進（5,955千円）

⑤介護予防や生活支援の充実に資する住民運営の通いの場の普及拡大

⑥ICTを活用した地域リハビリテーションの推進

⑦第8期介護保険事業支援計画の推進

(5) 市町村の地域支援事業の経費負担（1,015,000千円）

Ｒ５予算案 1,083,231千円

住民運営の通いの場

新

退院（在宅移行）退院前カンファレンス

連携先医療機関との調整

⑧地域包括支援センターを中心に行う地域の総合相談、権利擁護事業等にかかる経費の一部負担
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・ 耐震応急対応工事

・ 新外来棟整備基本計画策定 等

＜スケジュール＞

令和元年度～令和３年度：臨床医学研究棟除却設計・工事

令和元年度～令和６年度：耐震応急対応工事

令和 ５年度～令和６年度：新外来棟整備基本計画策定

※令和１３年頃の新外来棟竣工を目指す

・ 造成工事、建築工事 等

＜スケジュール＞

令和元年度～令和３年度：文化財発掘調査、造成・建築設計

令和 ３年度～令和５年度：造成工事

令和 ４年度～令和６年度：建築工事

※令和７年度中 移転・開学予定

Ⅴ 健やかな「都」をつくる １５ 地域医療の総合マネジメント・地域包括ケアの充実

(５８) 県立医大の移転、医大病院施設・新外来棟の整備

新外来棟等附属病院の整備イメージ

新キャンパス整備イメージ

Ｒ５予算案 13,234,600千円

＜問い合わせ先＞ 医療政策局 病院マネジメント課 吉川課長補佐（内線３１６２）

新キャンパス先行整備

現キャンパス及び県立医科大学附属病院の機能充実

１．県立医大の移転（12,432,546千円）

２．医大病院施設・新外来棟の整備（802,054千円）
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①事業目的

①令和４年度に策定した基本構想を踏まえ、

全体方針や部門別計画等のあり方検討を行い、基本計画を策定

→ 新西和医療センターの医療機能や規模、施設整備の内容を明確化

②ＪＲ王寺駅南側への移転建替に向けたアクセス機能確保等に関する調査
③ＪＲ西日本及び王寺町所有地の取得に必要な用地測量及び補償調査等

(1) 新西和医療センター整備基本計画策定（【県】28,000千円）

Ⅴ 健やかな「都」をつくる １５ 地域医療の総合マネジメント・地域包括ケアの充実

（５９） 西和医療センターの移転・再整備の検討

R３ R４ R５ R6

県

病院
機構

基本構想策定

＜問い合わせ先＞ 医療政策局 病院マネジメント課 豊田課長補佐（内線３１２２）

本館・南病棟の耐震応急対応工事

２．西和医療センター施設耐震化 （【病院機構】62,800千円）

１．西和医療センターの移転・再整備の検討 （99,701千円）

(2) 新西和医療センター整備調査（【県】7,601千円、【病院機構64,100千円】）

基本計画策定、アクセス機能確保調査

用地測量、不動産鑑定等

補償調査

基本設計

Ｒ５予算案 162,501千円

令
和
13
年
頃
の
開
院
を

目
指
し
た
取
組
を
実
施
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Ⅴ 健やかな「都」をつくる １６ 福祉の充実

(６０) 日本一福祉の進んだ地域を目指す「福祉の奈良モデル」の構築

①有識者を交え、市町村や社会福祉協議会等関係者が情報共有や意見交換を行うフォーラム

② 新地域の実情に応じた市町村の包括的な支援体制整備に向けたデジタル技術の活用検討

③市町村と協定を締結し、県と市町村が協働・連携して地域の実情に応じた包括的な支援体制を整備

④コミュニティソーシャルワーカー（CSW）の養成・活動支援

⑤ 新市町村の重層的支援体制整備事業を支援

ＣＳＷ研修

【困りごとの把握から適切な支援へとつなぐ仕組みのイメージ図】

地域住民
の困りごと

困っている
世帯の状況を
包括的に把握

・課題の見極め
・支援方策の検討
・支援機関等につなぐ

・福祉制度の利用
・伴走支援
・地域での見守り、居場所づくり
・地方独自の解決策の検討や
国への制度改善の提案

困りごとを抱える住民に寄り添い、“伴走”する意識

１．福祉の奈良モデルの推進 （4,303千円 R4・2補 7,000千円）

２．市町村における福祉の奈良モデルの実践支援 （35,035千円）

＜問い合わせ先＞ 福祉医療部 地域福祉課 竹本主任調整員（内線２８２０）

葛城市、宇陀市、田原本町との協定締結（R4.10.18）

令和４年３月「奈良県人と人及び人と社会がつながり支え合う地域福祉の推進に関する条例」制定
令和５年３月「奈良県障害のある人及びその家族等に生涯にわたりつながり続ける障害福祉の推進に関する条例」制定予定

Ｒ５予算案 39,338千円
Ｒ４・２月補正予算案 7,000千円

・地域住民が抱える、複雑化・複合化する課題解決に向けて、相談支援機関等の有機的な連携

の下、一体的に行う支援のために市町村が取り組む体制整備にかかる経費の一部負担
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２．県全体の重症心身障害児者支援拠点（14,544千円）

③重症心身障害児者及び医療的ケア児者の専門相談員２名を配置
広域的・専門的相談、関係機関との連携による対策の検討

(1) 重症心身障害児者支援センターの運営（11,815千円）

(2) 医療的ケア児等コーディネーターの養成等（2,729千円）

④医療と福祉の両面からサービスを総合調整する人材の育成及び活動支援
⑤ 医療的ケア児等コーディネーターを中心とした保健、福祉、医療、教育等との

連携強化による地域生活支援体制の強化

Ⅴ 健やかな「都」をつくる １６ 福祉の充実

（６１） 重症心身障害児（者)の地域生活の支援
Ｒ５予算案 29,605千円

１．南部・東部地域における居場所づくりの推進（946千円）

５．県内児童等が入所する県外民間重症心身障害児施設療育加算（1,680千円）

(1) 重症心身障害児者等支援人材育成（778千円）

(2) 重症心身障害児者等受入促進（168千円）

①受入を検討している事業所等への訪問助言・実地研修

３．協議の場の設置（176千円）

⑥重症心身障害児者等の支援関係機関による

協議の場を設置

４．医療的ケア児等受入体制の整備（12,259千円）

⑦在宅医療的ケア児等の保護者の介護負担を軽減（レスパイト）する
病床を確保

⑧ 医療的ケア児等の在宅医療を支援する地域療育支援施設の整備
に対し補助

②重症心身障害児者を受け入れる医療型短期入所施設や
日中サービスの運営主体となる事業所等の発掘・調整 日中サービス（遊び）

日中サービス（食事）

＜問い合わせ先＞ 福祉医療部 障害福祉課 今出課長補佐（内線２８３９）

令和３年３月「奈良県重症心身障害児等の地域生活の支援に関する条例」制定

新

新
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Ⅴ 健やかな「都」をつくる １６ 福祉の充実

（６２） 出所者の更生・就労支援

①出所者の就労の場づくりを推進

【財団法人の取組】
・就労研修 ・派遣就労 ・相談支援
・社会的な教育（アンガーマネジメント、ソーシャルスキルトレーニング等）

②出所者更生支援の推進
「奈良県更生支援のあり方検討会」における意見交換等

③地域生活定着支援センターの運営

高齢又は障害により、福祉的な支援を必要とする矯正施設退所予定者、被疑者等の社会復帰を支援

＜問い合わせ先＞ ①～③福祉医療部 地域福祉課 宮地参事（内線２８１３）
④～⑥産業・観光・雇用振興部 外国人・人材活用推進室 吉田室長補佐（内線３５７２）

１． 一般財団法人かがやきホームの運営支援等 （85,879千円）

２． 保護観察対象者の県直接雇用やセミナー開催等 （3,652千円）

④保護観察対象者を県会計年度任用職員として雇用し、雇用期間中にインターンシップ

⑤新たに出所者の雇用を考える協力雇用主を対象としたセミナー

⑥業務上必要とする資格・免許取得への支援

Ｒ５予算案 89,531千円

相談員による面談

協力雇用主向けセミナー

林業研修

令和２年３月「奈良県更生支援の推進に関する条例」制定
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Ⅴ 健やかな「都」をつくる １7 だれもがいつでもどこでもスポーツできる環境づくり

（６３） だれもが、いつでも、どこでもスポーツに親しめる地域づくり

①就学前における運動・スポーツを通じたはぐくみの推進

②企業版ふるさと納税による寄附金を活用した地域スポーツの推進

③市町村対抗子ども駅伝大会

④奈良マラソン

⑤「弘法大師の道」を活用したトレイルランニング

イベント「Kobo Trail 2023」 ほか

⑥ 未来のトップアスリートの発掘・育成

⑦ 山間部での運動啓発イベント・講演会

⑧ ショッピングモール等での運動能力測定イベント

⑨総合型地域スポーツクラブの育成・充実

⑩ラグビーイベント「まってろ！花園」

⑪学校部活動の地域移行の推進

⑫競技力向上対策 ほか

⑬畝傍山周辺エリアにおけるスポーツ拠点施設整備推進

⑭大和平野中央田園都市構想におけるスポーツ施設整備

⑮自転車周遊環境整備

⑯まほろば健康パーク機能強化 ほか

スポーツ指導者向け安全管理講習会

奈良マラソン2022

京奈和自転車道

新

新

新

〈問い合わせ先〉
①～④、⑥～⑩、⑫文化・教育・くらし創造部 スポーツ振興課 西川課長補佐（内線５２７１）
⑤知事公室 奥大和移住・交流推進室 桐山室長補佐（内線３４１０）
⑪教育委員会 健康・安全教育課 高田課長補佐（内線５３１２）
⑬⑭文化・教育・くらし創造部 国民スポーツ大会・全国障害者スポーツ大会準備室 河内室長補佐（内線５３１７）
⑮県土マネジメント部 道路建設課 松田主幹（内線４１４１）
⑯地域デザイン推進局 公園緑地課 鎌田課長補佐（内線４３２７）

Ｒ５予算案 1,137,024千円
債務負担行為 7,352,205千円

１．スポーツ活動への参加促進 (110,832千円)

２．スポーツの推進を支える人材の育成 (119,146千円）

３．スポーツに親しめる環境づくり (907,046千円 債務負担行為7,352,205千円）

市町村対抗子ども駅伝大会

中山間地域での運動教室

〈イメージ〉第１種陸上競技場

〈イメージ〉5000人収容スタジアム

令和５年３月「誰もが、いつでも、どこでもスポーツに親しめる地域づくりの推進に関する条例」

制定予定 （「奈良県スポーツ推進計画」（令和５年度～令和９年度）策定予定）
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Ⅴ 健やかな「都」をつくる １７ だれもがいつでもどこでもスポーツできる環境づくり

(６４) 奈良県国民スポーツ大会・全国障害者スポーツ大会開催に向けての検討

Ｒ４
（9年前）

Ｒ５
（8年前）

Ｒ６
（7年前）

Ｒ７
（6年前）

Ｒ８
（5年前）

Ｒ９
（4年前）

Ｒ１０
（3年前）

Ｒ１１
（2年前）

Ｒ１２
（１年前）

R１３

施
設
整
備

開
催
準
備

個別施設の
基本・実施設計

造成工事
整備候補地全体の
基本・実施設計

内
定

国スポ・障スポ
実行委員会

全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
・開

催
申
請

開
催
決
定

国スポ・障スポ準備委員会
開閉会式会場・競技会場選定
競技・式典、宿泊輸送、広報等準備

建設工事

中
央
競
技
団
体
視
察

リ
ハ
ー
サ
ル
大
会

都市
計画手続

基本
計画

１．スポーツ拠点の整備推進（227,200千円）

〈問い合わせ先〉
１、２（１）（３） 文化・教育・くらし創造部 国民スポーツ大会・全国障害者スポーツ大会準備室 河内室長補佐（内線５３１７）
２（２） 文化・教育・くらし創造部 スポーツ振興課 湯浅課長補佐 （内線５２７２）

外構・公園整備

測量
調査

Ｒ５予算案 243,920千円

（１）畝傍山周辺エリアにおけるスポーツ施設の整備（94,600千円）

（２）スポーツ拠点施設の整備推進（132,600千円）

（１）奈良県準備委員会の運営（9,600千円）

（２） 未来のトップアスリートの発掘・育成（4,400千円）新

（３）市町村連携、機運醸成に向けた取組等（2,720千円）

２．奈良県国民スポーツ大会・全国障害者スポーツ大会の開催準備（16,720千円）

＜イメージ＞橿原市 第１種陸上競技場と多機能複合型アリーナ

完成

＜イメージ＞川西町 テニスコート
＜イメージ＞田原本町 球技専用スタジアム

令和５年３月「誰もが、いつでも、どこでもスポーツに親しめる地域づくりの推進に関する条例」

制定予定 （「奈良県スポーツ推進計画」（令和５年度～令和９年度）策定予定）

＜イメージ＞アスリートの発掘
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Ⅴ 健やかな「都」をつくる １７ だれもがいつでもどこでもスポーツできる環境づくり

(６５) まほろば健康パークの機能強化

Ｒ９開園を目指し、PFI方式により民間のノウハウを活用し公園を整備

Ｒ５：民間活力導入

〈問い合わせ先〉①文化・教育・くらし創造部 スポーツ振興課 西川課長補佐（内線５２７１）
②地域デザイン推進局 公園緑地課 鎌田課長補佐（内線４３２７）

Ｒ５予算案 80,058千円
債務負担行為 7,352,205千円

②まほろば健康パークの公園区域の拡張

①令和５年３月「誰もが、いつでも、どこでもスポーツに親しめる地域づくりの推進に関する条例」制定予定

（「奈良県スポーツ推進計画」（令和５年度～令和９年度）策定予定）

78


